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37) 小児気管支端息の統計的観察
。中山喜弘，横田清子(九段坂病院〉
小児気管支瑞息 (>0例の臨床統計的観察を報告し
た。性別では男子 ~iO 例，女子 10 例，初発の年令は 
1才が 1番多く 20例， 1才未満も 5例あり， 59例
中 48例が5才以内に発病していた。時息の家系が
はっきりしている例は， 42例 (73.7%)あった。同
胞数は 1人つ子が 20例， 2人が 19例で， 52例中 1
人ヲ子， 2人つ子が 39例祖であった。初発時の原因
はかぜが一番多く 22例，其の他肺炎，百日咳，気管
支炎，麻疹後などがあった。発作の好発季節は秋が
一番多く 27例，次に梅雨時，季節を問わない例が
夫々 12例あった。乳児期湿疹のあった例は 35例，
現在尚気管支瑞息と湿疹を併発している例，即ち皮
膚呼咳器徴候群 Dermal-respiratoY，=Syndromeを
呈する例は 8例あった。尚当科で使用している小児
気管支時息専用の病歴を紹介した。 
38) 気管支端息並に麻疹の皮膚反応成績並にその
臨凍応用について
。中山喜弘，横田清子(九段坂病院)
気管支端息58例に対して食品抗元 67種類に依る
皮膚反応成績は， 44例 (75.8%)陽性で，そのうち発
作誘発試験陽性は 11例 (18.9%)であった。即ち時
息患者 58例中 11例に抗元となっていると思われる
食品を確め得ることが出来た。吸入物抗元 20種類
に依る皮膚反応成績では，真菌類に陽性例が 59例
中27例 (45.7%)あった。之等に対し真菌混合ワク
チン l乙依る減感作療法を 17例J乙試み， 6月以上経過
した 13例中 10例は只今のところ経過良好である。
事麻疹 151例に対して皮膚反応を行った結果では，
91例陽性反応を呈したが，食餌誘発試験で抗元と
思われる食餌を確め得た例は 24例 (15.9%)であっ
?こ。之等の症例中には， 1年以上続いた頑固な幕麻
疹が除去食餌を与へることに依って全治した例があ
った。
39) Hydroxydione (Viadril) と Epidihydro-
cholesterin (Presteron)の薬理作用につい
て
田村俊吉(東歯大薬理) 
Selyeは steroidK麻酔作用があると述べてい
る。 Laubachは DOC 1(.水素を附与して，斑E白酸
と ester化した Hydroxydioneを作成し，麻酔薬
として応用した。菅野は Epidihydocholesterin K 
鎮痛作用のあることを報告している。麻酔作用と鎮
痛作用は中枢神経系lζ対して抑制作用を示す点は類
似する。 EpidihydrocholesterinK麻酔並びに鎮痛
作用がないか検したところ， pro kg. 50 mg.叉は 
100mgをラット， マウスの腹腔内に注射しでも麻
酔作用は現われない。鎮痛作用は熱板法， Hardy法
によれば， pro kg. 10 mg又は 20mgでは morphine
の速効且一過性lζ対して，遅効且遷延性の鎮痛作用
を示した。 prokg5umgでも鎮痛作用を示したが薬
量の増加で，その程度を増強する乙とはできなかっ
た。 Hydroxydioneも熱板法， Hardy法で麻酔量
の 1/4量，即ち prokg5 mgで明かな鎮痛作用を示
した。しかしその作用は morphineのように速効
且一過性であった。以上の実験から， steroidはい
ずれも中枢神系に対して，何等かの薬理作用を示す
ものである。 
40) 幼児穿孔性腹膜炎に遭遇して
。橋本五郎，且尾雅子(群馬中央病院〉
急性腹膜炎は乳児期及び小児期に於ては稀であり
虫垂炎の増加と共に比較的多くなる。我々は 5才の
男児の穿孔性腹膜炎に遭遇し，反省すべき処あり，
報告する。
症例:主訴は発熱，痘翠，鼓腸
現疾患の経過及び手術所見: 昨年 11月 22日扇
桃炎K躍り，間もなく治ったが， 12月1日，一時腹痛
あり，翌2日，発熱，痘寧あり，腹痛殆んどなし。
翌3日腹膜炎を疑い入院す。入院後，化膿性腹膜炎
の診断の下に，抗生物質療法，輸血等を行うも軽快
せず，入院第2日目 i当院外科にて開腹したるに虫
垂炎の穿孔による化膿性腹膜炎lζて，腹腔内氏畑虫 
あり。神経質a小児は手術の恐怖から，却って広痛を
訴えぬので;注意を要するととを痛感し，又，早期手
術の必要を感じた。
追加岩沢 敬
ネフローゼの女児lζ腹痛，発熱が現われ，虫垂炎
の疑で開腹手術を行い，膿性の惨出液を証明し，原 
発性腹膜炎なることを知った。菌陰性。 
尚術後今迄無効であったプレドニンが奏効し，浮
腫消失，回復l乙向いつつある。 
41) 幼児の急性胆嚢炎の 1例
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5才の女児。前日 8度5分の発熱， rアンギナj 
